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本稿では、早稲田大学図書館における昨年度の
システム関係の統計データを挙げ、必要な説明と
分析を加える。これにより、図書館システム等に
係る利用および業務動向の一端を紹介したい。
１．WINE登録レコード数
表 1 は、「早稲田大学学術情報検索システム」
（WINE : Waseda University Scholarly Information
Network System）へのレコード種類別の登録状況
を示す。2 0 0 1年度は合計で約4 1万件を登録し、昨
年度末現在では5 0 0万件を超える膨大なデータベ
ースを構成している。
主要部分を成す書誌および所蔵レコードも年々
順調に増加し、現在の登録数から見ても、我が国
有数の図書館システムに数えられる。
なお、1 9 9 9、2 0 0 0年度にわたり利用者レコード
が減少したのは、利用規定の平準化等に伴い中央
およびキャンパス図書館等の利用者レコードを統
合したためであり、一方昨年度に増加したのは、
西早稲田キャンパス各学生読書室のW I N Eへの参
画に伴い、その利用者レコードを別途生成したた
めである。
表１　WINE登録レコード数
（件）
２．WINE検索数
図書館システムの検索数は、図書館の利用状況
を知る重要な指標である。図 1 に示す通り、総数
は着実に増加傾向にある。月別の増減は、毎年類
似したパターンを描くが、昨年度は大学暦変更の
影響で、例年低下する 7 月に増加する一方、 9 月
は比較的少なかった。
図１　WINE検索数
３．WINE検索使用索引比率
W I N Eには、検索項目が数種類提供されている
が、その実際の使用割合の推移をグラフ化したの
が図 2である（1 9 9 9年度は、不明の時期があるた
め参考データ）。
昨年度は、タイトル、著者名等、キーワードの
3 索引で検索合計の8 3％に達した。特にキーワー
ドの急増が顕著だが、これは内容注記や途中語検
索が、昨年度中にキーワード検索に統合されたこ
とも一因である。
ただ、件名やタイトルの比率も漸減傾向にあり、
総体的にキーワード検索の使い勝手が利用者の間
に認知され、親しまれてきたと言えよう。
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図２　WINE検索使用索引比率
４．IMASアクセス数
当館では、「統合マルチアーカイビングサービス」
（IMAS : Integrated Multi-Archiving Service）とし
て、統一インタフェースから多様なメディアを統
合的に検索する仕組みを提供している。
図 3 では、例としてI M A S を横断的に検索した
場合と、I M A S の中の個別の学術W e b検索（学内
外の規定の学術的 W e bページ）や早大学術データ
ベース検索（文学部、演劇博物館、大学史資料セ
ンター作成のデータベース）に関する実績を示す。
統合検索は一般的・包括的であるから、I M A S
に習熟するにしたがい、むしろ個別に検索する割
合が相対的に増える傾向が伺える。
図３　IMASアクセス数
５．Webアクセス数
図書館のW e bページは、各種お知らせ、利用案
内、リンク集、D B ・電子ジャーナルおよび各館の
ページ等から構成されるが、2 0 0 0年度は計 2 4 3万
件、2 0 0 1年度は計 4 0 1万件のアクセスがあった
（ただし、2 0 0 1年度は学内のプログラム実験によ
る約40万件のアクセスを含む）。
６．データベース等アクセス数
オンラインのデータベースや電子ジャーナルは、
今や紙媒体と並ぶ重要な資料源である。図 4 は、
当館が有料契約しているデータベース等のいくつ
かにつきアクセス数を調査したもので、凡例の上
4 つは日本語資料、下 4 つは外国語資料である。
雑誌記事索引が突出して利用された時期を別に
して、どのデータベースもそれぞれ年間で安定し
た利用動向を保っている。ただ、 8データベース
を合わせて、教職員・学生 1 人当たりのアクセス
数は年間2 . 1件となり、まだ期待される水準に達し
ているとは言い難い。
前掲のW I N E検索数等の諸統計を見ても、潜在
的な需要は大きいと思われ、今後は広報活動の強
化とともに、学内ニーズを的確に把握し、より使
いやすい環境・システム作りを図る必要がある。
図４　データベース等アクセス数
